
担当所属名 上下水道課

予算（計画） 契約額 状態

16,000千円 15,450千円 完了

51,000千円 49,002千円 完了

70,000千円 68,424千円 完了

38,400千円 34,085千円 完了

 54,200千円 ― 未完了

― ― 完了

58,200千円 ― 未完了

課  題

課題に対す
る方策

R5年度

R6年度

令和５年度 りっとう未来創造会議 進捗報告（令和７年３月末時点）

実施状況

R7年3月末に公表。

6.0haの浸水の軽減が図れる予定。

  実現に向けたスケジュール、予算（計画）

スケジュール

雨水出水浸水想定区域図作成委託業務（現地測量・
基礎調査）

葉山川3―６号雨水幹線整備工事

出庭1号雨水幹線整備工事

雨水出水浸水想定区域図作成委託業務（詳細モデル
の作成、シミュレーション）

・これまでの下水道における浸水対策は，汚水処理と雨水排除の整備区域を概ね同一として整備を進めてきたが、「選択と集中」等の観点から、浸水リス
クを評価し、雨水整備の優先度の高い地域を中心に浸水対策を計画的に推進する必要がある。

提案概要

・雨水出水浸水想定区域図作成業務により作成しました、市街化区域内の地表面モデルと排水路モデルを活用し、より現実に近い水の流れを再現すること
で、計画降雨（10年確率）での、浸水被害の大きい地域を明確化し、集中的に整備に取り組んでいきます。このことにより浸水被害の早期解消、限られ
た財源の中で既存水路を活用した効果的な浸水対策を実施します。

２０．市街地における浸水に対する調査・対策について

効果

現地測量・基礎調査の完了。

2.37haの浸水の軽減が図れた。

1.92haの浸水の軽減が図れた。

詳細モデルの作成、シミュレーションの完了。

 葉山川2ー７号雨水幹線工事

雨水出水浸水想定区域図の公表（区域の指定、公
表）

葉山川2ー７号雨水幹線工事
R7年度

  ・雨水出水浸水想定区域図の作成   ・雨水幹線の整備実現に向けて取り組む内容

国費内示割れ。
県の河川事業、市の道路事業及び近隣の民間開発と調整し、
交通規制の重複を避けるため次年度での実施に変更。

令和７年３月１９日
総合調整会議 資料
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葉山川３ｰ６号雨水幹線整備工事 位置図

③

②

①

④

市工事箇所

国工事箇所

整備済箇所

凡 例

計 画

浸水軽減

区域

P.3



余　　　白

余　　　白 余　　　白

余　　　白余　　　白

葉山川３－６号雨水幹線

大橋地先

着工前（写真位置①）

着工前（写真位置②）

既設断面　W3600×H1700

着工前（写真位置③）

　　　　　　　　  W2900
　　既設断面　W1400×H1000

完了（写真位置②）

計画断面　W3600×H1700 

葉山川３－６号雨水幹線

大橋地先

完了（写真位置①）

余　　　白

完了（写真位置③）

計画断面　W2500×H1700 

BOX.C施工中（写真位置③）

計画断面　W2500×H1700 余　　　白余　　　白

余　　　白 余　　　白
上流部取り合い（写真位置④）

P.4



①

②

③

④
⑤

出庭１号雨水幹線整備工事 位置図

工事箇所

凡 例

計 画

浸水軽減

区域
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完了（写真位置②）

完了（写真位置③）

計画断面　W3900×H1200

余　　　白

出庭1号雨水幹線

出庭地先

完了（写真位置①）

　　既設断面　W1200×H500

既設断面　W1800×H1100

　　　　　　　　  W4000
　　計画断面　W3300×H1100

写真位置②

着工前（写真位置②）

着工前（写真位置③）

既設断面　W3900×H1200

既設断面　W2100×H1100

出庭1号雨水幹線

出庭地先

着工前（写真位置①）

　  既設断面　W1200×H500

既設断面　W1800×H1100

守山栗東雨水幹線投入口

　　（写真位置④）余　　　白

余　　　白

余　　　白余　　　白

余　　　白 余　　　白

余　　　白

阻流板（写真位置⑤）

余　　　白 余　　　白
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[葉山川2-7号雨水幹線工事位置図] P7
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